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第５学年の実践

指導者 新田 勝美

１ 教科・領域 国語

２ 単元名・教材名 意見を整理しながら，目的に向かって話し合おう

「『失敗』をめぐって」

３ 単元の目標

○自分の生活をよりよくする目的に向かって，グループで順序や段取りを考え，思いやりを

持って話し合う。

４ 単元について

（１）児童の実態

児童はこれまで，４年下「話し合って決めよう」の教材で，意志決定のための話し合いを学習し

てきている。そこでは，話題からそれないようにすること，賛成か反対かの立場をはっきりさせる

こと，例を挙げて話すことなどの話し合いのポイントに気をつけて話し合う活動を行った。また，

５年生では，「人と『もの』とのつきあい方」で，環境についてテーマに沿って調べたことの発表

会をし，話し合いを通して自分の考えを深めるという活動をした。これらの学習を通して，児童は，

自分の考えをわかりやすく伝えること，自分の考えと比べながら話を聞くことなどを意識しながら，

話し合いに臨もうとする姿も，少しずつ見られるようになってきている。

学級会や日常の生活の中での話し合いの中でも，互いの考えの相違点や共通点を理解しながらよ

りよい意見にまとめていこうとする姿勢が見られるようになった。しかし，児童一人ひとりの自己

評価アンケートでは，「話し合うときに，人の意見をしっかり聞いて，自分の意見もしっかり言っ

ている」という質問に対して，「そう思う」と回答したのは約３分の１で，「あまりそうではない」

と回答した児童も約２割ほどいた。話し合いに自信をもてずに，自分の意見を言い出すことができ

ない児童もいることから，児童にとって身近な話題で意見を出しやすく，また，必要感をもって話

し合うことができる本単元の学習を通して，話し合うことへの自信を持たせ，力をつけることがで

きるようにしていきたい。

（２）教材について

第５・６学年における「話すこと・聞くこと」領域の学習指導に関する目標は，「目的や意図に

応じ，考えた事や伝えたい事などを的確に話すことや相手の意図をつかみながら聞くことができる

ようにするとともに，計画的に話し合おうとする態度を育てる。」ことである。本単元は，この学

年目標に関わって，児童に「話し合いの手順を理解し，目的や順序を意識しながら，話題に沿って

話し合う力」を育てることをねらいとして設定している。

人と話し合うことは，他や自らを理解するとともに，自己実現のための一つの手段である。児童

に生涯にわたって積極的に話し合いに参加する人になってほしいと願うとき，小学校段階で，「話

し合ってよかった。」という体験を積み重ねることが大切である。一人では考えつかなかったよい

案が生まれる，だれもが納得できる案に落ち着くなどを実現できる話し合いを体験させたい。その

ような話し合いをすることで，新しいものの見方・考え方に気付き，参加者同士の理解が深まるこ

とであろう。また，そのような話し合いを体験させるには，児童が真剣に話し合える話題の選定が

重要になる。だれもがする「失敗」を話し合いのテーマにすることにより，失敗を見つめる勇気を

持ち，それを共有することで繰り返しを回避する知恵を導き出させたい。話し合うことにより，誰

もが失敗することを知り，それを回避する知恵を得たり，友だちについての理解も深めたりするこ

ともできるという体験をさせたい。そのことが，失敗をおそれず，失敗をきちんと見つめることに

つながると同時に，話し合うことの意義も感じさせることになると考える。また，「自分の生活を

よりよくする」という，自分たちの生活に直接結びついた目的に向かって話し合うことで，より意

欲的に話し合うことができると考えられる。

本教材は，大きく３つの学習内容で構成されている。第一次は，教材文を参考にして，話し合い

を進める方法を理解し，話し合いの準備をする。第二次では，その方法を使ってグループごとに話

し合い，反省をもとに，話題を変え，グループごとに計画を立てて，計画にそって話し合いをする。



- 34 -

第三次は，グループごとに話し合いをふりかえり，学習を通して学んだことを発表し，感想や意見

を交流する。「失敗」は誰でもが経験していることであるが，人前で話すことに抵抗感を持つ児童

もいるであろう。そこで，第一次では，この抵抗感を取り除くことから始めたい。「『失敗』をめ

ぐって」という教材名を提示した後，教師が自分の失敗談を語ったり，教材の失敗例から同じよう

な失敗を思い出したりして，このような話題を明るく話せる雰囲気を作ることを大切にしていきた

い。そして，目的から離れた勝手なおしゃべりではなく，「目的を持った話し合い」を成功させる

ためにはどうすればよいかという学習であることを，児童にもしっかり押さえさせたうえで，教材

文を参考にしながら，話し合いの手順や大切なことについておさえておくようにしたい。第二次で，

グループごとに実際に話し合いをする段階では，初めに教科書の例にならい，「減らせる失敗はあ

るか。どうすれば減らせるか。」について話し合う。話し合いの振り返りでは，視点を明確にした

り，整然と話し合いが行われているＣＤを聞いたりして，２回目の話し合いに生かせるように支援

したい。第３次では，学習を通して学んだことや考えたことを，今後の様々な場面での話し合いに

生かしていこうという気持ちがもてるように締めくくっていきたい。

５ 指導計画

次・時 学 習 活 動

１・１ ○話し合いの目的と方法を知り，話し合いに参加しようという意欲を持つ。

・教材名を読み，話し合いのテーマをつかむ。

・教材文を読んで，話し合いの手順をつかむ。

①話し合いの目的・話題・順序を確かめよう。

②体験を出し合おう。

③体験をいくつかの型に分類・整理しよう。

④失敗を減らす方法について，型ごとに意見を出そう。

・グループごとに，話し合う目的や順序について確認し合い，話し合いの準備をする。

生活班ごとに話し合いをすることを知る。

教科書 P.51 の失敗体験の例を読み，誰もが失敗を経験していることを確認し，自

分の失敗を話す抵抗感を取り除き，この後の話し合いのための雰囲気作りをする。

話し合いが充実したものになるよう，各自が話そうと思う失敗体験をワークシート

に記入する。〈参考資料ワークシート①〉

２・２ ○少人数での話し合いの手順を理解し，目的や順序を意識しながら話し合う。

・話し合いの順序を意識しながら，話し合いをする。

第１次で確認した話し合いの順序を黒板に掲示し，共通理解を図るとともに，話し

合いの途中でも確認できるようにする。

話し手のめあて「体験したことが聞く人に正確に伝わるように話す」，聞き手のめ

あて「自分にも似た体験がないかを考えながら聞く」を確認する。

③の段階で型に分類しやすいように，カードに記録する。

失敗の型ごとの減らす方法の話し合いでは，考えた理由を話したり，自分の体験と

結びつけて考えたり，自分の考えと比べながら聞いたりできるようにする。

・話し合いを振り返る。

３つの視点「目的を考えながら，話し合いができたか」「聞き手に正しく伝わるよ

うに話せたか」「自分の体験と比べながら聞くことができたか」について，振り返

りをする。 〈参考資料ワークシート②〉

３ ・グループごとに，話し合いの結果を発表する。

・話し合いの手順を振り返り，うまくいった点・うまくいかなかった点について，その

理由を考える。
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・付録ＣＤを聞き，話し合いの仕方のポイントをつかむ。

〈参考資料ワークシート③前半〉

・次の話し合いの話題を決め，話し合いの進め方についてのめあてを確かめる。。

次の話し合いは，「時間を守るためには」をテーマとすることとし，時間を守れな

かった理由や，そのために困ったことなどを考えておく。

４ ・前時に決めた話題について，めあてを意識しながら話し合う。

・話し合いを振り返る。

３・５ ○グループの話し合いと振り返りを発表し合い，感想や意見を交流する。

・グループごとの話し合いの結果・振り返りを紹介する。

・感想や意見をまとめ，話し合いの大切な点について確認する。

〈参考資料ワークシート③後半〉

６ 参考資料

【ワークシート①（第１次・１時）】

【ワークシート②（第２次・２時）】
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【ワークシート③（第２次・２時）】

７ 成果と課題

○話し合いの進め方として「目的を考えながら話し合う」，話し手の立場として「聞き手に正しく

伝わるように話す」，聞き手のめあて「自分にも似た体験がないかを考えながら聞く」の３つの

項目について，様々な場面で何回も確認してきた。このポイントを意識しながら話し合いにのぞ

める児童が多くなってきたことが，ワークシートへの記述からもうかがえた。

○失敗の体験という話しにくい内容も含んでいたと思われるが，最初に話しやすい雰囲気が作れた

ことにより，恥ずかしがらずに話をすることができていた。自分の失敗を話したり，友だちの失

敗を聞くことで，友だちとの相互理解が深まり，関係がより良くなったように思われる。

○話し合い活動により，今までは考えていなかったことを改めて考えてみたり，よりよい解決の方

法を発見したりすることが経験できた。そのことにより，話し合いの意義を感じ取ることができ，

これからの話し合い活動にもつながっていくことを期待している。

○グループに分かれての話し合いだったため，それぞれのグループでの話し合いの様子をすべて把

握しきれなかった。録音・録画などの機器を有効に活用することで話し合いの様子を掌握するな

どの工夫をしていくことも，今後は考えていきたい。

○話す準備がしてある内容については話せるが，その場で友だちの意見を聞いて自分の考えを話す

ことは，まだまだ自信を持てずにいる児童もいる。これからの学習の中で，さらにこのような力

も付けていきたい。


